
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会は、暮らしの疑問を出発点に、君津市の財政状況について継続した学

習と調査を通じて、君津市の実情を知り、市民が君津市と暮らしのこれか

らを考えられることを目的としています。 

※知り隊ニュースのバックナンバーは市内８公民館にあります。 

『君津の暮らしを考え隊』（問合せ先：広報 齋藤みどり 54-3449）           Faceｂook↓ 

仲
間
を 

 
募
集
中 

公共施設の維持に多額の費用がかかるため、見直しが始まりました。

私たちが利用する施設もたくさん有ります。 

何を残して何を無くすのか。 

個別計画も必要だが、 

地域の生活を支える視点

から、従来通りでなく、

施設を有効に使えるよう

に変革を！ 

↓市のタウンミーティングの資料から 

～施設見学を終えて思うこと～ 

一方向の意見収集でなく 

市民も行政も一緒に話し

合える場があるとよい！ 

公共施設のこと 

公共施設について 

市民の声が入る仕組みが無い 

皆の税金をどう使うか 

財政のことも考えながら、

見直しをしないと！ 

行政の情報を得ようとすると、

“ホームページを見てください”

と言われる 

市民も、普段使う施設が

うまく使えているのか、

関心を持ってほしい 
市の様々な計画等について、

図書館に置いてほしいと依頼

しているが、情報提供として

市が積極的に動いて欲しい 

知らない施設が多い 

もっとＰＲして活用できる

ようにして欲しい 

現場で働く職員さんが 

利用者の声も聞きながら 

利活用について提案し、

どんどん改善できるよう

にしてほしい 

行政に望むこと 
資料だけでは分からない

ことも、職員の話や実際に

施設を見ることで分かる

ことがたくさんある 

自治会回覧や広報など 

市が出している情報は 

きちんと受け取ろう 

君津の暮らしを考え隊         2021.9 

知り隊ニュース No17 
生きがい支援センターと 

君津勤労者総合福祉 を 

見学してきました 

令和３年度に入り、個別施設計画が続々と

公表されています。私たちが利用する公共施
設の方向性が記されていますが、読み解くの

も大変です。 
君津市が実施した「バランスシート探検隊」

に参加した経験から、実際の施設を目で見て、
職員さんの話を聞くことが大切だと思い、実際

に見学に行ってきました。 

君津勤労者 
総合福祉センター 

地図は「君津市保健・福祉施設個別施設計画」
から転載し、君津勤労者総合福祉センターを追
加しました。 

事前学習 
各施設の個別施設計画、条例、施設カルテを読み、

“何のために作られたのか”“経費はどれだけかかって

いるのか”“見直しの方向”を学び、疑問に思ったことを

担当職員さんに事前に回答していただきました。 

会員の希望で選んだ 

生きがい支援センターは直営で 

君津勤労者総合福祉センターは指定管理制度
で運営の違いがありました。 

「直営」は、市が直接運営する。 

「指定管理制度」は、民間事業者等を含めた

団体に管理･運営してもらう制度です。 

君津市では他に、文化ホール、内みのわ運動

公園、コミュニティセンター等が指定管理制

度で運営されています。 

周南在住、勤続３０年の 
職員さんから詳しい説明 

君津市って広い！ 

あなたの近くには

どんな公共施設が

ありますか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

市職員の配置状況 日々雇用２名 

建築費又は取得費 108,589千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営形態 指定管理者 

建築費又は取得費 4,237千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近の主催事業 
●「理学療法士等による運動教室」は当施設や他の公
民館等でも実施 
健康増進モデル事業として自治会館で行っている運
動教室に参加の方にはご遠慮いただいている。但し、
自主運営になったところの方は参加が可能です。 

●「寝たきりにならないための自宅でできる簡単筋力
トレーニングとストレッチ」を市内３会場で開催。 
●「食生活改善教室」は市内５地区の運動教室会場に
出向き開催 
 
 
 

生きがい支援センター 2003年(H15)建設 耐用 22年、築後 18年 
●
●
●
見
学
し
た
施
設
の
状
況
と
見
学
者
の
思
い
●
●
●  

令和元年度施設カルテからの情報（抜粋） 

設置目的：おおむね 60歳以上の高齢者の介護の

予防及び介護の知識の普及に関する事業等を行

うことにより、その生きがい活動を支援し、高齢者 

の自立した生活の確保を図るため。 

君津勤労者総合福祉センター 1994年(H６)建設 耐用 47年、築後２５年 
令和元年度施設カルテからの情報（抜粋） 

設置目的：勤労者及び市民の健康の増進並びに教養

及び文化の向上を図り、福祉の増進に資するため 

職員さんからの説明や見学で分かったこと 

大塚先生から  
使われている施設の規模を表す 
減価償却費４５８．７万円は、 
小糸公民館２７８万円、 
小櫃公民館２４８万を加算した金額に近い。 
２カ所の公民館を合わせた役割を果たして
いることが求められるが、それができてい
るかは疑問。 

見学して思ったこと 

家族からの相談も健康づくり課で個々に受け
ているとのことですが、両親を一人で介護した
経験上、集団で介護予防を学んでいくことで仲
間もでき、良いと思う。 

部屋毎の稼働率 
・機能回復訓練室 週４日利用あり 
・調理実習室   現在利用なし 
・会議室     月２回 

高齢者に優しい作りになっており、とても
良い施設だが、全市対象なのに、施設や事
業について知られていない。もっと活用す
るためにＰＲすべき 

当施設「運動教室」 
Ｒ２年度地域別利用者

数 
 君津地区 

40.6％ 
 小糸地区 

54.5％ 
 

君津市赤十字奉仕団が運営して
いる高齢者サロン「里の家」で、
月に２回会議室を利用している
が、良い施設なのでもっと利用
した方がよい 

 

職員さんからの説明や見学で分かったこと 見学して思ったこと 

スポーツ
プラザ 

君津勤労者総合福祉センター 

君津メディカルスポーツセンター配置図 

君津緩衝緑地（西君津） 
テニスコート 

多目的広場 
ゲートボール場 

1993 年 2月 
公益財団法人体力つくり
指導協会がスポーツプラ
ザを開設 

1994年 
君津市が労働省の助成金を利
用し、君津勤労者総合福祉セ
ンターを開設。スポーツプラ
ザとつなぐ廊下も作った。 

現在、公益財団法人体力つくり指導
協会が、全施設をまとめて管理運営
している。 

会議室は、条例で決まっているので４時間単位でし
か貸出できないため、最近は貸出が減ってきている。
現在、市では利用率をあげるために、子どもや子育て
世帯向けのサービス強化を検討中で市民アンケート
等を実施している。 

大塚先生から  
生きがい支援センターと同様に、 
3,000 万円の委託費に見合う事業を
しているか、見ていく必要がある。 

「最近は２４時間自由に運動できる施設
が増えているが、運動の継続は一人では難
しい。応援してくれる人、指導してくれる
人が必要」職員さんの言葉に共感した。 

ニーズに合わせた事業を展開しているが、
助成金や条例などに縛られ進展できない状
況が分かった。 
ぜひ、もっと活用できるようにしてほしい。 

とても良い施設で利用したいが、
市域の端で交通の便が悪い。 
もっと行きやすくしてほしい。 

委託費 

君津勤労者総合福祉センター内は、
全体的に古く、内装も汚れていたり、
会議室の机が動かないなど、改修が
必要である。 

君津メディカルスポーツ
センターは、民間と市の
施設の複合施設だった！ 

自分たちでできる運動を
続けられる場所を 
多くの地域に作りたい 

市民も自分たちでできることは 
やっていきたい 
動画を使うとか工夫すればできる？ 

調理実習室 

子どもの体力づくりは、低リスクの水泳を。 
５０歳からは筋トレで転倒防止を。 

低い 
てすり 

特別会議室は 
立派な机イス､ 
土足厳禁 

特
別 

トレーニング 
ルーム 

会
議
室 

研
修
室 

会
議
室 

文
化
室 

教
養
・ 

フィットネス 
スタジオ 


